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	気づく
	［ねらい］
○再生可能エネルギーとはどういうエネルギーなのかを理解し、現在、研究が進められている主なエネルギーを理解する。

○環境にやさしいエネルギーの実用化が急がれている背景（化石エネルギーの限界）についても話し合い、身近な暮らしのなかでの省エネに対する意識を高める。

○なぜ、再生可能エネルギーを使う必要があるのか考えさせ、化石燃料の有限性や地球温暖化への配慮へと導く。
	【各教科との関連】
理科6年　電気の利用［内容A（４）］

○環境にやさしいエネルギーである「再生可能エネルギー」を知り、自然の偉大さを再認識させる。

○化石燃料の大量消費についての問題点を復習し、自然環境を活かしたエネルギーの事例をもとに、これからはエネルギーの「選択」も必要になることに気づかせる。

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	調べる
・考える
	＜テーマ＞
○バインダー式教材p26の図をみながら考えられる再生可能エネルギーを話し合う。

○再生可能エネルギーの特徴をインターネット等で調べて、良い点を考える資料づくりを行う。

○再生可能エネルギーの中から、好きなエネルギーを選んで、良い点を書き出し、みんなで情報を共有する。
	○化石燃料の大量消費についての問題点を復習し、自然環境を活かしたエネルギーのメリットを考える。



	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	まとめる
	○再生可能エネルギーの良い点（メリット）をまとめながら、身近な施設があれば、現場を体験させたい。

○良い点だけでなく、課題があるかどうかも考えさせ、環境を守る意識を高める。



	○再生可能エネルギーを学びながら、環境を守る意識を高めるためには、施設現場や実物を見て体験することが、最も効果があると考えられる。


	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	


＜参考資料＞

■岩手の再生可能エネルギー
https://www.pref.iwate.jp/kurashikankyou/kankyou/seisaku/1005592/index.html

■経済産業省　資源エネルギー庁　HP
https://www.enecho.meti.go.jp/category/saving_and_new/saiene/renewable/index.html


【太陽光発電】
太陽光発電は、シリコン半導体などに光が当たると電気が発生する現象を利用し、太陽の光エネルギーを太陽電池（半導体素子）により直接電気に変換する発電方法です。日本における導入量は、近年着実に伸びており、2016年度末累積で3,910万kWに達しました。太陽光発電導入の実績では、中国、アメリカ、ドイツとともに世界をリードしています。
○特長
　　1．エネルギー源は太陽光
　　2．遠隔地の電源
　　3．非常用電源として


【風力発電】
風のエネルギーを電気エネルギーに変えるのが風力発電。
欧米諸国に比べると導入が遅れているものの、2000年以降導入件数は急激に増え、2016年度末で2,203基、累積設備容量は335.7万kWまで増加しています。
　○特長
　　1．陸上と洋上で発電が可能なエネルギー源
　　2．他の再生可能エネルギーと比較し、変換効率が良い
　　3．夜間も稼働


【水力発電】
水資源に恵まれた日本では、発電への利用も昔から盛んで、国内でまかなうことのできる、貴重なエネルギー源となっています。水力発電といえば大きなダムを想像しますが、近年は中小水力発電の建設が活発化しています。中小水力はさまざまな規模があり、河川の流水を利用する以外にも、農業用水や上下水道を利用する場合もあります。すでに開発ずみの大規模水力に比べて、まだまだ開発できる地点が多く残されており、今後の更なる開発が期待されます。
○特長
　　1．安定供給
　　2．長期稼働
　　3．成熟した技術力


【地熱発電】
日本は火山帯に位置するため、地熱利用は戦後早くから注目されていました。
本格的な地熱発電所は1966年に松川地熱発電所（八幡平市）が運転を開始し、現在では東北や九州を中心に展開。
総発電電力量はまだ少ないものの、安定して発電ができるエネルギーとして注目されています。
　○特長
1．高温蒸気・熱水の再利用
2．昼夜を問わぬ安定した発電


【バイオマス発電】
バイオマスとは、動植物などから生まれた生物資源の総称。
バイオマス発電では、この生物資源を「直接燃焼」したり「ガス化」するなどして発電します。
技術開発が進んだ現在では、様々な生物資源が有効活用されています。
　○特長
　　1．地球温暖化対策
　　2．循環型社会を構築
　　3．農山漁村の活性化
　　4．地域環境の改善


■［岩手の再生可能エネルギー採用例］
１．太陽光発電
洋野角浜太陽光発電所（洋野町）
久慈太陽光発電所（久慈市）
ソーラーガーデン姫神（盛岡市）
かむいソーラー（北上市）
など

２．風力発電
高森高原風力発電所（一戸町）
稲庭高原風力発電所（二戸市）
グリーンパワーくずまき風力発電所（葛巻町）
エコ・ワールドくずまき風力発電所（葛巻町）
ユーラス釜石広域ウインドファーム（釜石市・遠野市・大槌町）
など

３．水力発電
[bookmark: _GoBack]  簗川発電所（盛岡市）
岩洞第一発電所（盛岡市）
胆沢第一発電所（奥州市）
胆沢第二発電所（奥州市）
照井発電所（一関市）
など

４．地熱発電
松川地熱発電所(八幡平市)
葛根田地熱発電所(雫石町)
松尾八幡平地熱発電所（八幡平市）
など

５．バイオマス発電
  都南浄化センター（盛岡市）
  北上浄水センター（北上市）
（株）バイオマスパワーしずくいし（雫石町）
紫波グリーンエネルギー（株）（紫波町）
ウッティかわいバイオマス発電所（宮古市）
など
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